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「彼
岸
」
と
い
う
行
事
は
日
本

独
特
の
仏
教
行
事
で
す
。

彼
岸
と
い
う
言
葉
は
、
「彼
の

岸
」
と
い
う
悟
り
の
世
界
を
あ
ら

わ
し
ま
す
。
自
分
た
ち
が
今
い
る

世
界
は
、
「比
岸
」
「比
の
岸
」
つ

ま
り
煩
悩
の
中
に
あ
る
世
界
を
い

い
ま
す
。

か
つ
て
の
日
本
人
が
現
実
の
こ

の
世
を
観
察
し
、
自
分
自
身
を
凝

視
し
て
、
√

つ
か
は
彼

の
岸
、

悟
り
の
世
界
に
到
達
し
ま
す
よ
う

に
」
と
願
っ
た
と
こ
ろ
か
ら
、
春

分
と
秋
分
の
穏
か
な
季
節
に
、
仏

教
の
目
指
す

「中
道
＝
極
端
に
か

た
よ
ら
な
い
、
節
度
の
あ
る
丁
度

良
い
道
を
歩
む
」
の
生
き
方
を
重

ね
て
、　
一
週
間
の
修
行
期
間
を
つ

く
り
だ
し
た
も
の
で
す
。

日
々
を
歩
む
中
で
、
大
切
な
秋

彼
岸
会
で
す
。

仲
興
寺

秋
彼
岸
会
念
仏
法
要

〇
九
月
十
三
日

（木
）

午
前
十
時
よ
り

長
秀
院

そ
ば
を
食
べ
る
会

洗
心
講
座
法
話

○
十

一
月
十
八
日

（日
）

午
前
九
時
よ
り

旅
行
会

大
本
山
永
平
寺
参
拝

「秀
憲
師
激
励
参
拝
」

○
十
二
月
十
二
日

（水
）

～
十
四
日

（金
）

梅
花
流
福
島
県
奉
詠
大
会

○
十
月
二
十
六
日

（金
）

郡
山
市
熱
海
町

「
ユ
ラ
ッ
ク
ス
熱
海
」
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争

驀
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平
成
三
十
年
　
秋
彼
岸
会
山
主
拝
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秀
憲
本
人
か
ら
七
月
初
旬
二
回
目
の
便
り
が

き
ま
し
た
。
携
帯
電
話
等

（Ｐ
Ｃ
ｏ
タ
ブ
レ
ッ

ト
等
も
）

一
切
禁
止
な
の
で
郵
便
で
手
紙
が
来

ま
し
た
。
人
生
三
度
目
の
親

へ
の
手
紙
で
す
。

現
代
の
若
者
は
、
全
て
メ
ー
ル
が
中
心
で
す
。

改
め
て
手
紙
や
葉
書
を
し
た
た
め
る
と
い
う
こ

と
は
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
。
通
信
手
段
が
な

い
の
で
仕
方
な
く
必
要
な
夏
の
衣
類
等
を
送
っ

て
欲
し
い
と
い
う
手
紙
で
す
。

自
由
拝
登

永
平
寺
の
雲
水
は
、
七
月
に
自
山
に
拝
登
し

ま
す
。
霊
峰
白
山
は
古
代
よ
り
北
陸
の
守
護
と
し
て
、

ま
た
そ
の
雪
ど
け
水
は
地
域
を
潤
す
大
切
な
霊

水
と
し
て
あ
が
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
道
元
禅

師
が
永
平
寺
を
開
い
た
と
こ
ろ
か
ら
水
の
恵
み

は
白
山
に
よ
る
も
の
と
し
て
「白
山
水
」
と
し
て
、

い
わ
ゆ
る
水
神
様
を
守
る
形
で
お
ま
つ
り
し
て

い
ま
し
た
。
よ
っ
て
雲
水
の
全
体
の
守
り
の
善

神

「自
山
妙
理
大
権
現
」
と
し
て
そ
の
お
軸
を

一
人

一
人
携
え
て
い
ま
す
。
秀
憲
上
山
の
折
も

持
た
せ
ま
し
た
。
勿
論
師
匠
で
あ
る
私
祥
文
が

書
い
た
も
の
も
あ
る
の
で
す
が
、
私
が
師
匠
憲

一
か
ら
授
け
ら
れ
た
お
軸
を
持
た
せ
ま
し
た
。

弟
子
師
匠
の
関
係
が
あ
れ
ば
、
祖
父
に
あ
た
る

師
匠
の
も
の
で
も
良
い
の
で
す
。

平
成
十
六
年
の
春
、
秀
憲
が
大
き
な
声
で
本

堂
に
お
い
て
間
答
の
練
習
を
し
て
い
る
と
き
、

憲

一
方
丈
は
脇
で
そ
の
様
子
を
じ
っ
と
見
て
い

ま
し
た
。　
一
時
間
二
時
間
と
経
っ
て
も
、
動
か

ず
に
じ
っ
と
秀
憲
の
様
子
を
見
て
い
ま
し
た
。

一
通
り
終
わ
る
と
、
何
度
も
う
な
ず
き
な
が
ら

秀
憲
に

「し
っ
か
り
や
れ
ヨ
。」
と
や
さ
し
く
語

り
か
け
て
い
ま
し
た
。
秀
憲
も
祖
父
が
不
自
由

な
脚
を
引
き
な
が
ら
、
自
分
の
練
習
を
じ
っ
と

見
て
い
る
こ
と
に
何
か
感
じ
た
の
で
し
ょ
う
。

素
直
に
聴
い
て
い
ま
し
た
。　
一
通
り
話
し
終
わ

る
と
私
の
方
を
向
い
て
一
言
つ
ぶ
や
き
ま
し
た
。

「こ
の
子
が

一
人
前
の
お
坊
さ
ん
に
な
る
姿
を
見

た
い
も
ん
だ
な
ぁ
…
。
で
も
、
ま
あ
、
無
理
だ

べ
な
ぁ
…

」。　
そ
の
と
き
憲

一
方
丈
は
、　
一
人
前

の
雲
水
に
な
っ
た
秀
憲
の
姿
を
想
像
し
て
い
た

の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

私
が
永
平
寺
に
上
山
す
る
時
、
憲

一
方
丈
は
、

こ
ん
な
こ
と
も
い
い
ま
し
た
。

「順
調
に
永
平
寺
に
上
っ
て
、
修
行
を
終
え
て

く
れ
ば
、
こ
の
寺
で
は
じ
め
て
永
平
寺

へ
登
っ

た
（修
行
し
た
）
住
職
に
な
る
、頑
張
っ
て
く
れ
。」

か
つ
て
は
、
遠
く
へ
修
行

へ
行
く
な
ど
経
済

的
に
も
物
理
的
に
も
不
可
能
で
し
た
。
近
隣
の

道
場
に
十
三
～
十
七
歳
ぐ
ら
い
で
修
行
し
た

人
々
が
多
い
の
で
し
た
。

自
山
大
権
現
は
、
曹
洞
宗
寺
院
の
境
内
地
に

は
必
ず
ま
つ
っ
て
あ
り
ま
す
。
「自
山
様
の
お
山

の
下
、
道
元
禅
師
様
の
お
ひ
ざ
も
と
に
行
け
る

の
は
幸
せ
だ
」
と
思
っ
て
上
山
し
ま
し
た
。
そ

し
て
、
本
山
の
修
行
中
に
二
夏
連
続
で
拝
登
し

ま
し
た
。

弟
子
秀
憲
も
自
山
を
拝
登
し
、
ご
来
光
を
拝

み
、
永
平
寺
の
守
護
で
あ
る
自
山
様
の
お
姿
を

体
験
し
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。

標
高
三
千
メ
ー
ト
ル
の
山
頂
で
雲
海
を
下
に

見
て
、
修
行
の
尊
さ
を
教
え
て
く
れ
た
と
思
い

ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（祥
文
拝
記
）
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警
斬
睦
鰊
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鰺
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鰈

饉
仲
興
寺

・
日
時

平
成

三
十
年
九
月
十
三
日
（本
）

午
前
十
時
よ
リ

・
仲
興
寺
秋
彼
岸
会

・
清
水
町
念
仏
講
お
念
仏

・
場
所

仲
興
寺
本
堂
に
お
い
て

秋
彼
岸
会
の
総
供
養
を
お
つ
と
め
い
た
し
ま
す
。
ま
た
、
念
仏
供
養

を
あ
わ
せ
て
皆
で
お
つ
と
め
致
し
ま
す
。

平
成
二
十
年
九
月
秋
彼
岸
会

山

主

拝

ノ

　

／
　
　
′
´

檀
信
徒
各
位

会え

ド

●
日
時
平
成
三
十
年
十
二
月
十
二
日

（水
）

～
十
四
日

（金
）

●
大
本
山
永
平
寺

定
員
　
四
十
名

曾
取
少
催
行
整
一平
名
）

●
申
込
〆
切
　
十

一
月
二
十
日

大
本
山
永
平
寺
に
参
拝
・
参
籠
を
し
、
「特

別
供
養
」
を
長
秀
院
・
仲
興
寺
と
し
て
早
朝

に
お
つ
と
め
し
て
頂
き
ま
す
。　
　
免

ご

現
在
永
平
寺
に
は
弟
子
秀
憲
が
安
居
修
行

中
で
あ
り
、
役
員
の
皆
様
か
ら

「激
励
に
行

き
た
い
」
「修
行
中
の
姿
に
接
し
た
い
」
と
の

要
望
を
頂
き
ま
し
た
の
で
旅
行
を
挙
行
致
し

ま
す
。
ま
た
北
陸
の
曹
洞
宗
の
歴
史
的
に
大

切
な
寺
院
を
巡
拝
い
た
し
ま
す
。

つ
０

本
年
度
の
旅
一行
会
の
．

Ｙ
一一・又
お
知
ら
せ

　

一
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轟 贔橿

題

旅行期日

旅行代金

募集人員

平成30年 12月 12日 (水)～ 12月 14日 (金)2治 3日
お一人様 59,500円   ※永平寺特別供養料を含みます
40毛 (最少催行人員30名 )

【コース】 ※全行程貸切バス利用です。利用バス:大和自動車交通(株 )

※当日の交通状況により行程を変更する場合があります。(約90分おきに休憩有)

※人数確定後、集合場所及び時間を記載した最終日程表をお届けいたします。

【申込締切】
11月 20日または人員に逹し次第締切とさせて

【申込方法】          t｀
ただきます

お寺までお申込み下さい

(始ず、手紙・FAX・ 葉書・メール等の残る形で申し込みくださtヽ。)

【添乗員】 全行程同行いたします
【利用ホテル】
大本山永平寺 宿坊
<4～ 6名または大部屋の和室利用>

日本の宿 のど楽
<4～ 6名の和室利用>

御誕生寺 (ごたんじょうじ)
「猫寺」としても知られています。
現在の本堂が完成したのは2009年 のことで

「,`)=う1中 111=て

`首

をlL′きった■とが

「

`首

十」[t=r)=|ま

永光寺 (ようこうじ)

曹洞宗の大祖 (たいモ |

とされる螢出紹瑾

(けいざんじょうきん)|ヽ

正オロ元 (1312)年 に

開いた古茶1にさつ )

ひみ番屋街

地場で獲れた新鮮な鮮魚から、手の込んだ
カロエ食品に至るまで、宮山湾の海の幸を

満喫できる店舗がずらりと並びます。

旅
行
企
蘭

長秀院 仲興す
〒9608156福 島市田沢字寺ノ前18(長秀院)
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主な日程 食事

12

月

12

日

(水 )

630出発

長秀院 =仲 興寺前 =福 島西 C=口 =く東北・磐越・北陸道>=

(昼食)           16:00頃
滑川市内 =く北陸道>= 大本山永平寺 (宿坊泊)

区

　

固

　

図

12

月

13

日

(木 )

9:00出発           (参 拝)       (昼 食)
大本山永平寺 =口=作,誕生寺 (螢山禅師御生誕寺)=九谷満月=

(参観)  ]7:15頃
永光寺 =和 倉温泉 (泊 )

□

　

国

　

□

12

月

14

日

(金 )

8:30出 発         (お 買物)      (参 観 )

和倉温泉 =四 =ひ み番屋街 (道の駅氷見)三 瑞龍寺 (国宝)=
(昼食)

= ますのす じ本舗源 =富 山 C=く北陸・磐越・東北道>=
20:00頃

福島西lC=仲 興寺前 =長 秀院

□

　

国

　

図

総8旅行業務取扱管理者とは、お客様の旅行を取り扱う営業所での取らに関する責任者です.この旅行契約に関し、担当者からの説明にご不書な点があれはご遠慮なく管理者にお訊ね下さい。


